
倉敷市地域公共交通計画の評価指標の見直し
資料１

前回の交通会議でのご意見
１．評価指標について、「基本目標」と「指標の定義」が一致していないものがある。
２．目標値について、コロナ禍の影響を受ける中、設定しているため、令和５年度時点で目標をクリアしているものがある。

【現行】 【変更案】

整合性がない
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⑪交通事業者、団体、倉敷市公式メディアツール等による情報発信の回数
【算出方法】
交通事業者、団体、倉敷市が広報紙や公式メディアツール等により、公共交通の利用促進に関する情
報発信の回数を足し合わせた数値とする。
※交通事業者、団体は、水島臨海鉄道、井原鉄道、両備バス、岡電バス、下電バス、井笠バス、琴参
バス、岡山県タクシー協会を対象

毎年

2回/年（令和5年度）※市のみ

交通事業者、団体、倉敷市：各者年間4回以上

交通事業者、団体、倉敷市の各者が年間4回以上情報発信することを目指す

交通事業者、団体が実施した情報発信の回数については、各者からの報告により市が把握

※交通事業者、団体分については、過去の情報発信の
回数が不明であるため、未記載



■交通事業者等による情報発信の例交通事業者、団体、倉敷市公式メディアツール等による情報発信について

【対象】

●イベント
（例）JFEフェスタ（水島臨海鉄道）、沿線イベント情報（井原鉄道）、

新車任命式＆ふれあいフェスタ（両備バスカンパニー）、ジーンズバス（下電バス）など

●啓発
（例）バスの乗り方（井笠バスカンパニー）、公共交通の利用促進（倉敷市）など

【方法】

・ホームページ
・SNS（X、Facebook、Instagram、LINE等）
・TV、ラジオ
・新聞、雑誌等
・広報紙

【カウントの考え方】

・上記の情報発信について１カウントとする。また、内容の更新についても１カウントとする。
（１つの情報を複数の方法で発信した場合は、１回とカウントする。）

■（例）令和7年度 倉敷市スケジュール案
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水島臨海鉄道

井原鉄道



■交通事業者等による情報発信の例
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下電バス両備バスカンパニー

井笠バスカンパニー
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倉敷市岡山県タクシー協会

■交通事業者等による情報発信の例



令和５年度時点の目標達成状況

令和５年度時点で目標値
をクリアしている
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令和5年度時点で、令和9
年度の目標値4,300千人
をクリアしている。

【現行】 【変更案】

R5実績
R9目標値

破線：計画掲載範囲
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目標値を変更



計画の達成状況（令和５年度末時点） 計画の達成状況（令和５年度末時点）

令和5年度時点で、令和9年
度の目標値12団体をクリア
している。

【現行】 【変更案】

R5実績

R9目標値

破線：計画掲載範囲
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目標値を変更


